
 

 

 

 

 

 

 

 

 
昨年 10 月の入国規制制限撤廃以降、国際旅客定期便が徐々に再開し、本

年６月時点で、訪日外客数はコロナ禍前の７割程度まで回復し、アフリカ豚

熱、口蹄疫等の越境性動物疾病が我が国に侵入するリスクが高まっています。

また、豚熱が飼養豚で発生するリスクは依然存在しています。これから夏季
休暇を迎えるに当たり、引き続き発生予防対策の徹底をお願いします。 

 

 

 
◇アフリカ豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病発生地域への渡航自粛 

◇外国人従業員等による海外からの肉製品等の持ち込み厳禁 

 

 
 

◇関係者以外が畜舎に立ち入ることがないよう看板の設置 

◇農場での人や車両の出入の際の消毒等の徹底 
 
 
 
 
 

 
 
◇野生動物の農場への侵入防止対策の徹底 
 
 
 
 

◇飼養家畜を毎日観察し、家畜に異常（特定症状）がみられた場合は、   

すぐに家畜保健衛生所に連絡 
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最上地域家畜畜産物衛生指導協会 
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１ 畜産関係者の海外渡航の自粛等 

２ 畜舎内への病原体持込み防止の徹底 

外国人旅行者や国内での人流増加の時期を迎えます。 

家畜防疫対策の再徹底を！ 

３ 飼養家畜の健康観察、早期発見・通報 

詳細は裏面へ 

畜舎周囲の消毒 

消石灰散布 

専用の手袋・靴の着用 

手指や物品の消毒 



 
 

 

                        

口蹄疫の症状 

豚熱（CSF）の症状 

アフリカ豚熱（ASF）の症状 

最上家畜保健衛生所 電話 0233-29-1357（休日・夜間も対応） 

 

今年４月に韓国で 

４年ぶりに確認！ 

 

今年２月にシンガポールで初めて発生！ 

今月、兵庫県のワクチン接種農場で発生！ 

涎（よだれ） 

水疱 


